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会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過 ※所管毎に議事を行う事情等により議事番号が前後することがある。

委員長 6番 宮越

委員長 6番 宮越
委員長 6番 宮越
委員長 6番 宮越
委員 9 番 小椋

学 務 課 長 角 川

委員 9 番 小椋

生活環境課長 上田

14:34 開会
開会挨拶
出席委員 16名、欠席委員 0名、会期 1日
令和 8年度別海町一般会計補正予算
歳入 区分項ごとに審査する。
歳入質疑なし。
歳出 区分項ごとに審査する。
項）総務管理費 目）諸費 節）委託料 細節）調査委託料
事業名）別海高等学校生徒用寄宿施設整備事業 700千円
①健全度等調査の対象施設と調査項目は（昨年の委員会で指摘のあった建物の残存耐用年数
の評価を含むのか）。
②調査結果が出る時期と、令和９年度末の協定期限を踏まえた今後の判断スケジュールは。
③調査結果を受けて、協定継続・改修・町としての整備関与・代替施設の各選択肢を、どのような
基準・条件で判断していく考えか。
④入居生徒・保護者のニーズ把握の進め方は。
①現施設を今後 10 年程度継続使用することを想定し、必要な修繕箇所と概算費用を把握する
ためのものであり、残存耐用年数の評価は含まない。対象施設は民間が設置運営しているプラザハ
ウスの寄宿部分・旧ホテル部分・食堂部分。民間施設のため建物に手を加えない目視点検（給排
水設備・屋根・外装・内装等）を予定。
②③調査結果は 9月末頃を予定。現協定の相手方に継続の意思がないことは確認済みだが、入
居率 7割超で需要が高く別海高校の入学者数への影響も大きいため、直ちに廃止する考えはな
い。切れ目なく運営するため、町が直接運営する方法が最も確実な手段と考えており、本調査結果
をもとに現施設の継続運営を軸に進める。代わりとなる有効な方法があれば比較検討の上、柔軟に
選択する。
④現在入居希望者数に大きな偏りはなく、当面は現施設継続の方向で施設規模の変更等を考え
ていないため、現時点でニーズ把握を行う予定はない。入居希望者数が大幅に変動し施設規模の
検討が必要となった場合には、町内・管内の中学校生徒・保護者を対象としたニーズ調査の実施を
検討する。
項）総務管理費 目）調整交付金事業費
事業名）調整交付金事業 13,265 千円
①購入車両１台の仕様は（13,265 千円という価格帯から特殊装備が想定されるため、その内
容）。
②車両の管理・運用体制は。
③既存の有害鳥獣対策事業をさらに強化・充実させるものなのか、それとも事業そのものを拡大・新
展開するものなのか。
④ヒグマ・エゾシカ対応体制の強化効果は。
①仕様は 2 トン車でクレーン能力 2.22 トン吊り。既存車（1 トン吊り）よりクレーン能力を向上さ
せ、荷台を拡大している。
②保健生活部の所管車両として管理し、ヒグマ等の捕獲檻や捕獲動物の運搬等に使用する。



委員 10番 外山

生活環境課長 上田

委員 5 番 貞宗

農 政 課 長 皆 川

委員 9 番 小椋

農 政 課 長 皆 川
委員 1 番 市川

③荷台拡大等により対策の強化充実につながるものである。
④従来は大型ヒグマ檻を既存ユニック車に積めず車両を借り上げしていたが、荷台拡大により町有
車両での運搬が可能となり、より迅速な対策ができる。
項）児童福祉費 目）児童福祉施設費
事業名）児童遊園地遊具等整備事業 7,497 千円
①購入遊具の内容。
②遊具選定に当たり、地域の要望等の確認は。
③工事請負費用が 3,643 千円となっているが、過去に他の児童公園へ設置した際の費用と比較
して、今回の金額は妥当と判断しているか。
①新たに購入するものと閉校となった学校から移設する遊具を合わせて計4基の予定。購入遊具は
障害の有無にかかわらず全ての子供が利用できる中型インクルーシブ遊具 1基。移設遊具は山型
雲梯1基・ブランコ 1基・滑り台 1基。
②上春別市街地に児童遊園地がなく遊び場が少ないことから地域から要望があり設置を決定。遊
具選定は要望のあった上春別地区連合会と協議の上で決定している。
③今回の工事請負費には土地の整地費・移設遊具の再塗装費も含まれており、純粋な設置工事
費（撤去・運搬・設置）は約 290 万円。同様の工事の近年事例がなく比較対照できるものはな
いが、2社からの見積り比較を行っており、金額は妥当と判断している。
項）農業費 目）農業振興費 節）負担金補助及び交付金
細節）農業支援サービス事業加速化総合対策事業補助金
事業名）スマート農業関連事業 50,085 千円
①農業支援サービス事業加速化総合対策事業２件の具体的な事業内容、補助率は。
①正式名称はスマート農業支援サービス加速化総合対策事業で、スマート農業技術の現場導入
による普及と農業支援サービス事業者の立ち上げ・拡大・育成を総合的に支援する国の間接補助
事業である。補助上限は最大 5,000 万円、補助率は 2分の 1以内。個人・法人・業種・事業規
模を問わず農業支援サービス事業を行うものが対象で、主な要件はサービス提供面積の拡大。採
択は評価委員会による審査採点で評点の高いものから選定される。本町の申請者は町内 2件の
農業支援サービス事業者で、水分収量センサー・位置情報付大型コンバインを活用した豆類・麦
類・そば・デントコーン等の畑作収穫受託サービスを新たに提供するものである。現時点では採択の
可否は不明だが、計画承認が 7月から 8月上旬頃を見込んでおり、年度内完成のために補正予
算に計上した。事業費総額は 2件で 1億 1,018 万 7,000 円・補助額 5,008 万 5,000 円。1
件目は事業費 4,499 万円・補助額 2,045 万円、2 件目は事業費 6,519 万 7,000 円・補助
額 2,963 万 5,000 円。
項）農業費 目）農業振興費 節）負担金補助及び交付金
細節）農業支援サービス事業加速化総合対策事業補助金
事業名）スマート農業関連事業 50,085 千円
①本事業の継続見込みは。
①国の補助事業であり来年度の予算は未定だが、次年度以降も継続するものと考えている。
項）農業費 目）農業振興費 節）負担金補助及び交付金
細節）畜産クラスター事業補助金 事業名）畜産クラスター事業
334,049 千円
①具体的な事業内容及び内訳。



農 政 課 長 皆 川

委員 16番 西原

農 政 課 長 皆 川
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農 政 課 長 皆 川
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農 政 課 長 皆 川

①事業対象は持続性向上タイプで道東あさひ畜産クラスター協議会 1件。2 か年計画で、2年目
は改めて申請が必要だが優先的に採択予定。2 か年の事業費総額は 14億 7,917 万円。内訳
はフリーストール牛舎 1棟、7,797.56 平方メートル・附帯設備で 11 億 1,397 万円、搾乳ロボッ
ト 8 基・バルククーラー4基で 3億 6,520 万円。本補正予算分の 1年目はフリーストール牛舎及
び附帯設備で事業費7億3,491万円・補助額3億3,404万 9,000円。2年目は機械導入・
残りの牛舎及び附帯設備で事業費7億4,426万円・補助額3億3,822万 9,000円を予定。
項）農業費 目）農業振興費 節）負担金補助及び交付金
細節）畜産クラスター事業補助金 事業名）畜産クラスター事業
334,049 千円
①持続性向上タイプの成果目標はどこに求められているか。これだけ大きな事業であっても成果目標
はあまり問われないのか。要件の状況を確認したい。
①持続性向上タイプの成果目標は、国産飼料の生産・雇用の創出・新規就農・アニマルウェルフェ
ア・家畜衛生・鳥獣害防止といった項目の中から設定しており、それをクリアすることで要件を満たす。

・搾乳ロボット 8台という大規模な投資であるが、例えば協議会を設立するだけで成果目標をクリアでき
るのか。今回の持続性向上タイプでどのような成果目標をクリアしてこの計画が認定される流れなのか確
認したい。
・本事業では飼料作付面積の 5%以上の増加を成果目標としている。現状の 347.8 ヘクタールから
令和 13年度目標の 366 ヘクタールへの拡大をもって達成の判断とする。
項）農業費 目）農業振興費 節）負担金補助及び交付金
細節）地域農業構造転換支援事業補助金 事業名）地域農業構造転換支援事業
51,963 千円
①事業内容
②対象施設
③補助率
①②③地域の中核となる担い手の経営改善に必要な農業用機械・施設の導入を支援する国の間
接補助事業である。補助上限は個人 1,500 万円以内・法人 3,000 万円以内、補助率は 10
分の 3以内。地域計画に位置づけられた認定農業者が対象で、トラクター等の農業用機械や農畜
産物加工施設等が補助対象。3年目の成果目標は経営面積の3割または4ヘクタール以上の拡
大、もしくは付加価値額の 1割以上の拡大（選択制）。本町の申請者は 3件で事業総額 1億
9,053 万 1,000 円・補助額 5,196 万 3,000 円。主な内容はトラクター・スラリータンカーの導入
とバンカーサイロの新設。
項）農業費 目）農業振興費 節）負担金補助及び交付金
細節）地域農業構造転換支援事業補助金 事業名）地域農業構造転換支援事業
51,963 千円
①離農が続く中で、本事業が離農跡地や施設継承の受け皿、また新規参入の入口としての機能を
有するのか。
②対象者選定の考え方と来年度以降の制度継続見込みは。
①新規就農者も入口としては利用可能だが、事業の主な目的が地域の中核農業者の育成である
ため、新規就農者には向いていないと感じている。
②認定農業者であれば誰でも参加可能。国の事業であり来年度予算は未定だが、今後も継続す
るものと考えている。



委員 9 番 小椋
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管 理 課 長 入 田
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委員長 6 番 宮越
委員長 6 番 宮越

・例えば兄弟で後継ぎをやっていて一方が新規就農として大規模に始めるようなケースでも対象になり
得るという認識でよいか。
・正確には、新規就農者が青年等就農計画の認定（認定新規就農者）を受けた場合に参加可能
となる。その認定を受けていただければ参加できる。
項）商工費 目）観光費 節）負担金補助及び交付金 細節）えびまつり補助金
事業名）えびまつり開催事業 △4,950 千円
①資源調査の結果とホッカイシマエビ資源の現状認識は。
②えびまつりの開催が不安定となり、西別川あきあじまつりも開催中止が続く中、沿岸地域の賑わい
の維持について、観光協会・漁協・地域と協議は行われているか。
①今年度の夏漁前北海シマエビ資源調査は、1回目5月 25 から 27日、2回目6月8日と 10
日に実施し、2 回平均結果は、経産メス 162 万尾・性転換メス 758 万尾・未成熟含むオス 842
万尾。昨年度夏漁前調査と比較すると漁獲対象（9 センチ以上）はほぼ横ばいだが、次年度以
降に漁獲対象となりうる性転換メスとオスは増えており、次年度以降の資源については期待が持て
る。ただし昨年度秋漁が中止となった経緯もあり、春漁終了後の残量調査等を野付漁協・関係機
関と連携して注視していく。
②えびまつり中止の経緯は、秋エビ漁の中止・夏エビ漁の早期段階での見通しが立たなかったことに
よる。結果として夏エビ漁は実施されたが、えびまつりは舞台・音響・出店・各種企画・駐車場整備
など多くの準備が必要であり、漁の決定後から動き出したのでは開催が難しい。えびまつり・西別川あ
きあじまつりは各漁協を主軸とした実行委員会で取り組んでおり、予算・開催可否に関わる協議の
場で漁協・観光協会と都度意見交換を行っている。地域の祭りへの愛着や沿岸地域のにぎわいは
重要な課題と認識しており、両イベントとも毎年の開催が難しくなっている現況だが、まずは資源量の
安定確保を願いながら、祭りの継続を今後も支援・協力していきたい。
項）道路橋りょう費 目）道路維持費 節）委託料 細節）設計委託料
事業名）除雪機械等購入事業 1,925 千円
①地盤への懸念がある根拠は何か。また、実施設計では基礎の再検討にとどまらず、建設位置の変
更も含めて見直すのか。
②地盤対策により総事業費はどの程度増加する見込みか。
③車庫完成が令和９年度にずれる間の除雪車両の保管・管理体制と、除雪体制に支障を生じさ
せないための対応は。
①当初は車両センター建設時の地盤情報を参考に進める予定だったが、現地が予想以上に水がた
まりやすいなど情報量が不足すると判断した。また敷地内の利便性を再度検討し、建設予定地の変
更も含めて設計を行うものである。
②調査結果によって地盤改良や杭基礎の追加等を判断するため、現時点での詳細な試算は難し
い。資材高騰・人件費上昇が見込まれるため、現時点の事業費よりは増える見込み。
③建設が 1年ずれ込んでも除雪体制への影響はない。車両保管については現在あるスペースで対
応できる見込みだが、作業スペースの確保は難しい状況。除雪時期に影響が出ないよう建設を進め
たい。

歳出終了
総括質疑なし。
令和８年度別海町一般会計補正予算の質疑終了。
暫時休憩
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再開
令和 8年度別海町国民健康保険特別会計補正予算
歳入 区分項ごとに審査する。
項）国民健康保険税 目）一般被保険者国民健康保険税 19,860 千円

・補正額 1,986 万円の増額のうち、条例改正による保険税上限1万円引上げの影響額はどれくらい
か。
・1,986 万円のうち約 577万円が条例改正による影響額である。
歳入終了。
歳出 区分項ごとに審査する。
歳出質疑なし。
総括質疑なし。
令和 8年度別海町国民健康保険特別会計補正予算の質疑終了。
令和 8年度町立別海病院事業会計補正予算
歳入 区分項ごとに審査する。
歳入質疑なし。
歳出 区分項ごとに審査する。
歳出質疑なし。
総括質疑なし。
令和 8年度町立別海病院事業会計補正予算の質疑終了。
令和 8年度別海町下水道等事業会計補正予算
歳入 区分項ごとに審査する。
歳入質疑なし。
歳出 区分項ごとに審査する。
項）建設改良費 目）施設整備費
事業名）特定環境保全公共下水道事業 △45,000 千円
①耐震診断を実施できないことによる今後の影響は。
②診断を見送る期間中の施設の安全性の担保と、処理機能に支障が生じた場合の対応は。
①社会資本整備総合補助金が今回見送りとなったため、令和 9年度以降の採択を目指して国・
北海道と協議を進め、耐震診断実施の上で必要な改修があれば改修工事を進める予定。当面は
日常の巡回点検を強化し施設の安全確保に万全を期す。
②施設は平成 2年建設で昭和 56年以降の建築基準法上の耐震基準は満たしている。今回予
定の耐震診断は下水道施設としての機能確保の状態確認を目的とするものである。処理機能に支
障が生じた場合は、被害状況の迅速な把握・応急措置を最優先とし、状況に応じてバキューム車
等による汚水の収集・運搬対応及び関係各機関との協力体制確保により生活環境への影響を最
小限に抑える。

総括質疑なし。
令和 8年度別海町下水道等事業会計補正予算の質疑終了。
各会計補正予算討論・採決
令和 8年度別海町一般会計補正予算（第2号）（町長提出議案第36号）
討論なし。
採決
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異議なし

議案第 36号 原案可決
令和 8年度別海町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）（町長提出議案第37号）
討論なし。
採決

異議なし

議案第 37号 原案可決
令和 8年度町立別海病院事業会計補正予算（第 1号）（町長提出議案第38号）
討論なし。
採決

異議なし

議案第 38号 原案可決
令和 8年度別海町下水道等事業会計補正予算（第1号）（町長提出議案第39号）
討論なし。
採決

異議なし

議案第 39号 原案可決
閉会挨拶
閉会 15：32
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